
県内でも高校生の大麻所持による検挙な
ど、乱用拡大と同時に、犯罪が低年齢化し
てきていることに危機感を感じています。

この便りは、子ども達を守る立場である「保護者・教職員向け」です。
長い夏休みを安心・安全に楽しく過ごすため、家庭や学校で、しっかりと話をしていただくため、
今回は２つの内容について紹介します。 ぜひ、子ども達とご家庭で、教室で話題にしてみてください。

警察庁の大麻乱用防止広報啓発動画 （各1分程度）

大麻 は有害 な薬物
〇 脳の正常な成長を妨げる
〇 依存性があり、

自分の意思でやめられない

大麻等の薬物使用で失うこと
● 学校生活 ●信用 ●友達 ●命

特に、性被害の危険に注意が必要です。
脅されて、言葉巧みにだまされ、自分の裸の
画像を撮影した上、メール等で送信する形態
の被害が発生しており、被害に遭う子どもが
増加傾向にあります。

●見知らぬ人との交流
言葉巧みに犯罪目的で近づき、詐欺・性被害・恐喝へ

●「ネットいじめ」の深刻化
匿名性が高く、誹謗中傷・悪口・仲間はずれが発生

もし、誘われたら

「はっきり、きっぱり」
断る！

話題を変える、
その場から離れる！

困ったら

専門の相談窓口に
相談する！

もし、SNSでトラブルにあったら

・まずは証拠 を残しましょう！
・1人で悩まず、保護者や先生に

すぐに相談しましょう！

●個人情報の安易な公開
住所・学校名・顔写真など何気なく公開した情報等

◎家庭でのルール作りと見守り
✓利用時間・内容の制限 ✓公開範囲の設定確認
✓フィルタリング機能の活用

◎安易な情報公開は絶対に避ける

✓個人を特定できる情報の投稿はしない

✓友達の情報にも配慮

✓ 「いつ」「どこで」のリアルタイム投稿はしない
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近づかない

使わない

買わない

例年、夏休みはSNSを介したトラブルが、
後を絶ちません。
その理由として、

被害に遭う前に守ること

友達編 スマホ編

宮崎県子どもＳＮＳ相談
スマホで手軽に、
LINEやWEBから相談と
連絡ができます。


